(別添様式１- １)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　項：社会福祉費　目：社会福祉諸費
	事業名: 民生委員指導訓練費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　
健康福祉部 地域福祉国保課 地域福祉担当　電話番号：058-272-8261
E-mail：c11219@pref.gifu.lg.jp　　　　　　　　　　　　　　　　
	事業費


　要求額：3,259千円（前年度予算額：3,259千円）
	事業内容


	１　事業の内容


・民生委員・児童委員として円滑かつ効果的な相談・援助活動ができるよう、必要な　　知識及び技術の習得等、委員の経験年数や役割に応じた資質向上のための研修を実施。

・民生委員・児童委員としての資質向上と民生委員児童委員協議会を単位とした組織的な活動を実施。

・民生委員・児童委員全員に対して研修を実施。対象人員：3,568人
　　○単位民児協会長研修

　　○単位民児協幹部研修

　　○新任民生委員・児童委員研修

　　○中堅民生委員・児童委員研修

　　○主任児童委員研修

・民生委員児童委員必携の購入
　　＜配布先＞民生委員児童委員　　　　　3,568冊

市町村　                     61冊

　　　　　　　　県振興局福祉課　　　　　　  　6冊

　　　　　　　　県庁各課　　　　　　　　　   14冊　　　　　計3,649冊

　　　　計3,649冊－（無料配布分600冊）＝3,049冊　購入冊数計　3,049冊

【民生委員法】

第18条　都道府県知事は民生委員の指導訓練を実施しなければならない。
【児童福祉法】

第18条の2　都道府県知事は児童委員の研修を実施しなければならない。

	２　所要経費


　　委託料　　　2,600千円（研修の実施を委託）
　　需用費　　　　659千円（ 民生委員・児童委員必携購入　3,049冊×＠216円）

	これまでの取組と成果

	

	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ　安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり
　　１　高齢者の介護や見守りの体制を整える
・民生委員、保健師をはじめ、地域の高齢者支援組織、町内会、市町村等、高齢者を訪問する機会を有する多様な人たちが連携し、高齢者に対して防犯、交通ルール、消費生活上のトラブル回避などの啓発を行う取組を促進する。

・地域福祉の主たる担い手である民生委員の活動強化に向けた各種研修会等を開催する。

	２　これまでの取組状況


　　　平成22年度の研修実施実績
　　　　・単位民児協会長研修会　　　　１会場　  264名
　　　　・単位民児協幹部研修会　　　　１会場　  334名
　　　　・新任民生委員児童委員研修会　５会場　1,683名
　　　　・中堅民生委員児童委員研修会　５会場　1,090名
　　　　・主任児童委員研修会　　　　　１会場　  422名
	　３　これまでの取組に対する評価


　　多様化する住民の福祉ニーズを的確に把握し、適切な相談・援助活動を行うためには、委員の経験年数や役割に応じた研修が欠かせない。また、社会福祉制度は日々改正されており、民生委員がその制度に沿った活動を行うために、新しい制度を習得するための研修は不可欠である。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	3,259
	1,629
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,630

	要求額
	3,259
	1,629
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,630

	決定額
	3,259
	1,629
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,630


